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研究成果の概要（和文）：総括班の役割は、各計画研究と公募研究が緊密に連携して十分な研究成果が出せるように、
本領域の組織的かつ効果的な運営と研究支援活動ならびに若手人材育成を図り、本領域の目的達成と次への展開に資す
ることである。運営面での特徴は，①6つの部会と4つの事務局による効率的な運営、②量子線共同利用施設や共通試料
提供等による研究支援、③若手人材育成への注力、④国際交流，異分野交流，産学官交流の推進である。
　総括班としての主な成果は、各種領域内会議による効果的な運営、研究支援による効率的な研究推進、領域内交流に
よる連携推進、国内外シンポジウム等の開催による本領域のプレゼンス向上、若手研究者の活躍等である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this group is the management of the project for significant 
research outcomes by promoting collaborations between the project members, providing common samples 
and/or research facilities, and assisting the development of young researchers. The distinguishing 
features are (i) the organization consisting of six sections and four secretariats with specific 
purposes, (ii) the assistance of research activities by providing research facilities and common samples, 
(iii) the special programs for young researchers and (iv) the promotion of various events to get 
attention to this project.
 The main achievements of this group are the effective management of this project due to various meetings 
with specific purposes, the efficient researches by provided common samples and/or research facilities, 
the active collaborations between the project members, the growing attention to this project through the 
various events, and enough research outcomes from young researchers.

研究分野：金属工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
従来のマグネシウム合金と比較して遥か
に高い強度を示す新規マグネシウム合金が
日本で開発され、研究開始以前より世界的に
注目を集めていた。この合金の強度発現因子
は、濃度変調と構造変調が同期した新奇なシ
ンクロ型長周期積層構造(シンクロ型LPSO構
造)を有する強化相であることが示唆されて
いた。しかしながら、この新奇な構造の原子
構造の詳細、形成メカニズムおよび強化メカ
ニズムといった基礎的知見の詳細について
は、研究開始当初はほとんど明らかにされて
いなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、各計画研究が緊密に連携して十
分な研究成果が出せるように、総括班として
領域の組織的かつ効果的な運営と研究支援
活動を行い、シンクロ型 LPSO 構造の学理構
築という本領域の目的達成に資することを
目的としている。 
 
３．研究の方法 
研究の目的を達成するため、総括班事務全
般のみならず，領域企画・運営，研究支援活
動、領域内交流促進、広報・領域外交流推進、
若手人材育成、図書出版・知財確保の観点か
ら領域運営を組織的に実施した。これによっ
て、①材料科学の新分野を開拓することがで
き、②軽量高強度材料の開発に飛躍的な発展
をもたらすことができ、③日本の科学技術と
産業の発展にも貢献することができると考
えた。 
 具体的な研究体制として以下に示す６つ
の部会と事務局を設置して、領域運営と研究
支援活動を組織的かつ円滑に行った。 
【領域企画・運営部会】本領域の効果的な運
営を目的に、「研究企画委員会」、「研究評価
委員会」、「研究推進委員会」、「総括班会議」、
「班会議」、「連携会議」を開催し、領域の研
究計画の企画・調整・立案、審議、連絡・周
知徹底ならびに研究評価を行った。 
【研究支援活動部会】研究者の負担低減と研
究支援活動を効率的かつ効果的に図ること
を目的に、サテライト事務局を複数設置する
と共に「共通試料の領域内への配布」、
「SPring-8・J-PARC・九大超高圧電顕室等の

大型施設使用の支援」、「研究成果データベー
スシステムの構築運用」により研究支援を行
った。 
【領域内交流推進部会】領域内での異分野交
流を推進することによって研究目的、役割分
担、研究成果、研究課題等を共有化すること
を目的に、「全体合宿研究会」、「班研究会」、
「連携研究会」、「領域キックオフシンポジウ
ム」、「公募キックオフシンポジウム」、「大型
量子線施設見学会」等の開催により、領域に
おける研究成果の共有化と有機的連携の推
進を図った。 
【広報・交流推進部会】領域外との交流推進
と広報を目的に、「ニュースレター発行」、「ホ
ームページ運営」、「学会等でのシンポジウム
開催」、「産学官交流会開催」、「国際会議開催」
等を行った。 
【若手人材育成部会】領域内の若手研究者
（45 歳以下の研究者と大学院生）の育成と異
分野交流による世代交代の基盤構築を目的
に、「若手研究会の開催」、「若手国内異分野
武者修行制度の運営」、「若手海外武者修行制
度の運営」等を行った。 
【図書出版・知財部会】研究成果の公表と知
的財産の確保を目的に、「図書出版準備」、「洋
書出版準備」、「知的財産」に関わる活動を行
った。 
【事務局】領域運営を効率的かつ効果的に進
めることを目的に、総括班ならびに計画研
究・公募研究間の連絡・調整等の事務を行っ
た。年度成果報告書の作成と発行，中間評
価・事後評価の準備・対応を行った。 
 
４．研究成果 
【領域企画・運営部会】「研究推進委員会」（幹
事と外部研究推進委員で構成、11 回開催）、
「研究評価委員会」（幹事と外部研究評価委
員で構成、11回開催）、「研究企画委員会」（幹
事で構成、9 回開催）、「全体会議」（12 回開
催）、「総括班会議」（13 回開催）、「班会議」
（5回開催）、「連携会議」（5回開催）を開催
して、領域全体の研究計画の策定・企画・調
整、審議、連絡・周知徹底ならびに研究評価
を行った。特に、「ガイドブック」を作成・
配布して、本領域の背景と目的、ビジョン、
基本方針、運営法、ミッションの周知徹底を
図った。さらに、毎年、成果の取りまとめと



成果報告書の作成・配布を行った。また、中
間評価報告書の作成と中間ヒアリング対応
を行い、最高位の「A+」評価を獲得した。 
【研究支援活動部会】サテライト事務局を熊
大、JAEA、東北大に設置して、「共通試料の
作製と配布（熊大/阪大）」、「大型量子線施設
の利用支援（J-PARC/SPring-8/九大）」、「DB
構築・運用（東北大）」を行った。「共通試料
の作製と配布」では、熊大と阪大に各 1名の
技術員を配置して「単結晶と一方向凝固試
料」と「多結晶試料」の作製と配布を行った。
共通試料配布は、21 種類 525 本にのぼる。「大
型量子線施設の利用支援」では、JAEA と九大
に各 1 名の研究員や技術員を配置して、
「J-PARC の利用支援」、「Spring-8 の利用支
援」、「九州大学超高圧電顕室利用支援」を行
った。特に、構造解析用変形ステージを
J-PARC と Spring-8 に導入して、「その場観察
実験」をコアにした連携研究を推進した。「デ
ータベース構築・運用」では、研究員を 1名
配置して、データベースの構築・運用を行っ
た。 
【領域内交流推進部会】本部会では、領域内
での異分野交流を推進することによって研
究目的、役割分担、研究成果、研究課題等を
共有化することを目的に、「全体合宿研究会」
（研究成果報告会 5回開催、中間成果報告会
2 回開催）、「班研究会」（17 回開催）、「連携
研究会」（6回開催）、「領域キックオフシンポ
ジウム」（1回開催）、「公募キックオフシンポ
ジウム」（2回開催）を開催して領域内の有機
的連携を図った。その他、大型量子線施設見
学会（3回開催）や「LPSO 型マグネシウム合
金・溶解鋳造および塑性加工施設見学会」（1
回開催）を開催して、大型量子線利用の促進
やマグネシウム取扱法の研修を行った。 
【若手人材育成部会】「若手交流会 WG」での
議論を踏まえて、「若手国内異分野武者修行」
（5名派遣）、「若手海外武者修行」（5名派遣）、
「若手交流会・特別講演会」（6回開催）、「学
生勉強会」（1回開催）、「サマースクール」（４
回開催）を開催した。 
【図書出版・知財部会】「図書出版準備」で
は、日本金属学会会報「まてりあ」のミニ特
集「シンクロ型 LPSO 構造の材料科学」を企
画し発行した。また、H29 年度出版を目指し
て本領域の研究成果をとりまとめた学術図
書の企画を行った。「洋書出版準備」では、
日本金属学会欧文誌「Mater. Trans.」の特
集「Long-Period Stacking Ordered Structure 
and Its Related Materials」を企画・発行
し た 。 ま た 、 Materials Science and 
Engineering R (Review 特集号)の企画を行
った。「知的財産」では、「知財に関する講演
会」（1回開催）と「知財相談会」（7回開催）
を開催するとともに、全体合宿研究会を利用
して国際特許事務所弁理士による「特許の掘
り起こし」（7回開催）を行った。  
【広報・交流推進部会】「広報」では、LPSO
ニュースレター（No.1～No.4）の発行とホー

ムページの運用を行った。「国際交流・国際
会議」では、国際会議 LPSO2012、LPSO2014
を主催するとともに、国際会議のオーガナイ
ズドセッション・テーマセッション等を企
画・開催（16 回開催）した。特に，H27 年 6
月 15～21 日には、ロシアの Togliatti と St. 
Petersburg においてロシアと日本との国際
セミナーを共同で開催した。また、韓国の済
州島で開催された国際会議 Mg2015 では、「シ
ンクロ型 LPSO 構造に関するセッション」が
開催され、本領域のプレゼンスを国際的に向
上させることができた。国内学協会との「異
分野学術交流」では、日本金属学会、日本機
械学会、応用物理学会、日本学術会議材料工
学連合講演会、軽金属学会、日本学術振興会
などで、セミナー・シンポジウム・オーガナ
イズドセッション・テーマセッション等を企
画・開催（27回開催）した。特に、日本金属
学会に「キンク勉強会」を新たに立ち上げた。
「産学官交流」では、熊本大学が主催してい
る産学官交流会「高性能 Mg 合金創成加工研
究会」（20 回開催）を共催して、産学官交流
を図った。 
【事務局】「本部事務局」では、総括班なら
びに計画研究・公募研究間の連絡・調整、「領
域内ガイドブック」と毎年の「研究成果報告
書」の取りまとめと発行、各種委員会・会議・
研究会の開催支援、中間評価報告書および最
終評価書の取りまとめ等を行った。「共通試
料サテライト事務局」では、共通試料の受付、
熊大と阪大での試料作製管理、試料データ管
理、試料発送等に係わる事務的支援を行った。
「大型量子線施設利用サテライト事務局」で
は、大型量子線施設利用の受付、実験設備管
理、実験スケジュール管理等に係わる事務的
支援を行った。「広報・DBサテライト事務局」
では、ニュースレターの企画・発行、DBの管
理・運営に係わる事務的支援を行った。 
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